
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 2８年６月２４日 

通巻 第５８号 

東京都教育庁指導部 

義務教育指導課     

授業改善や学習指導に関わる先進情報等の通信（メール・マガジン） 

Scrum  ―スクラム― 

★ 本メール・マガジンの配信を希望する方は、件名に「メール・マガジン配信希望」、本文に所属・

氏名を御入力いただき、S9000024@section.metro.tokyo.jp へメールを御送信ください。 

掲 載 内 容 

○ 「特別の教科 道徳」に対応した教材集を活用しましょう 

○ 英語教育推進地域事業について 

○ 全国学力・学習状況調査「解説資料」の活用について 

東京都教育委員会ホームページ内に「学び応援ページ」というコーナーがあるのを御存知ですか。 

「学び応援ページ」には、各学校が、指導内容や指導方法等の工夫を通して、授業の改善・充実を図るこ

とを応援するための、様々な事例集や報告書等を掲載しています。ぜひ、御覧いただき、参考にしてくださ

い。なお、本通信のバックナンバーも、「学び応援 

ページ」に掲載しています。 

（東京都教育委員会ホームページアドレス 

http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/ ） 

 

小学校では平成３０年度から、中学校では平成３１年度から、「特別の教科 道徳」の全面実

施となります。『学習指導要領解説道徳編』には、これまでの「道徳の時間」の課題が次のよう

に示されています。「いまだに道徳教育そのものを忌避しがちな風潮があること、他教科に比べ

て軽んじられていること、読み物の登場人物の心情理解のみに偏った形式的な指導が行われる例

があること」。道徳の教科化はこれらの課題に対応するものです。 

「道徳科」になるに伴い、検定教科書が導入される、記述による評価を行う、内容項目が改編

されるなど、様々な変更があります。しかし、最も大切なことは、発達段階に応じ、答えが一つ

ではない道徳的な課題を自分自身の問題と捉えさせ、「考え、議論する道徳」へと授業の質的な

転換を図ることです。 

では、どのような授業を行えばよいのでしょうか。「東京都道徳教育教材集（中学校版）」（各

校５冊配布）の教材「友情について考える」には、「思春期の子ども世界４都市調査」の結果が

一部掲載されています。学校生活で一番大切なのはどれかという質問に、日本の中学３年生の

51.1％が、「友だちと会うこと」を選択し、２位の「学ぶこと」（31.9％）を大きく上回りました。

アメリカは、１位「いい成績を取ること」、２位「学ぶこと」。中国は、１位「学ぶこと」（79.2％）

です。この結果からは、日本の子供は友達との関係を何より大切にしているように見えます。し

かし、自分の将来等に関して、誰と相談したり話し合ったりするかとの質問に、「友だち」と回

答した子供の割合は、日本は４か国中最低です。この結果を踏まえ、「友達とは何か」について

一人一人が内省し、議論することによって、「友情、信頼」といった道徳的価値について、認識

を深めることが可能になるのです。 

道徳的な判断力、心情、実践意欲等を育む授業を行うためには、まずは先生方が授業に関して

前向きで明るい議論を行うことが必要です。子供たちの道徳性の育成を目指し、様々なチャレン

ジをしていただきたいと思います。 

●●●● 「考える道徳」「議論する道徳」へ ～道徳授業の質的転換～ ●●●● 
教育庁指導部 主任指導主事 山村 智治  

   

東京都教育委員会ホームページ・トップページ 

の下の方に、このリンク用バナーがあります！ 

 

 

    

http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/buka/shidou/manabiouen_top.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「特別の教科 道徳」の指導内容や指導方法

の工夫などに対応した教材集です。 

 小学校版には第１・第２学年用10 教材、第

３・第４学年用８教材、第５・第６学年用９教

材、計 27 教材を掲載しています。 

 中学校版には、24 教材を掲載しています。

生徒の実態等に応じて、どの学年でも活用する

ことができます。 

          

 

に、全ての教材を掲載しています。 

 「特別の教科 道徳」に対応した教材集を活用しましょう 

「特別の教科 道徳」で新たに加わった指導内容や、指導事項の一部が変わっ

た内容項目などについて、授業で活用できる教材を掲載しています。 

 

《 小学校で新たに加わった指導内容とそれに対応した教材 》 

小学校第１・第２学年 

 個性の伸長……     「ぞうさんの おはな」 

 公正、公平、社会正義……「さるくんは だめ」「ずるいな、ずるいな」 

 国際理解、国際親善…… 「ぞうの インディラ」「じゃんけんしよう」 

小学校第３・第４学年 

 相互理解、寛容……   「伝えたいこと」「ぼくらのビー玉コースター」 

 公正、公平、社会正義……「山びこ村の二人」「二まいの絵」 

小学校第５・第６学年 

 よりよく生きる喜び…… 「ベールマンさんのけっ作 ～オー・ヘンリー『最

後の一葉』より～」 

など 

《 中学校で指導事項の一部が変わった内容項目とそれに対応した教材 》 

 友情、信頼……     「詩 二編」「友情について考える」 

 我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する態度…… 

             「『日本らしさ』をさがそう」「あなたが考える日

本のすばらしさ」 

自然愛護……      「大きなプラタナスの木」「ブナの森にて」 

など 

東京都教育委員会は、各学校において「特別の教科 道徳」の先行実施が円滑に行われるよう支援するために、 

「『特別の教科 道徳』移行措置対応 東京都道徳教育教材集」を作成・配布しました。 

 教材集の内容や活用の方法について、御紹介します。 



 

 

 

 「特別の教科 道徳」では、「なぜなのか」、「どうすべきか」、「自分だったら……」とじっくりと考えさせたり、

話合いの中で自分とは異なる意見や考えに触れさせたりすることをとおして、育みたい道徳性について、より深

く理解させたり、さまざまな視点から捉えることができるようにさせたりすることが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１ ６人のうち、「思いやりの心」をもっているのは、誰ですか？ なぜ、そう考えるのですか？ 

 

 

 

 

 

Ｑ２ 思いやりの心をもっていても、行動に移せなければ意味がないのでしょうか。思いやりの心

などなくても、行動さえできればそれでいいのでしょうか？ 

    

 

 

 

 

 

 

中学校版p.17～p.18より 

「１人めと３人めと５人めの子」、「全員」など、さまざまな意見が出ることが予想され

ます。「なぜ、そう考えるか」を捉えさせていくことで、自分が「思いやりの心」をどの

ようなものと考えているかが明らかになっていきます。 

自分とは違う意見と理由を聞くことで、「思いやりの心」についての理解が深まります。 

「子供自身の立場」、「お年寄りの立場」など立場を変えて考えさせることで、「思いや

りの心」や「思いやりのある行動」についての考えを深めさせることができます。 

どのようなときに、どのような心情や考えに基づき、どのような自分でいればよいのか

を考えさせていくことで、道徳性を育んでいくことができます。 

 今年度、「『特別の教科 道徳』移行措置対応 東京都道徳教育教材集」を活用した授業実践を

公開します。日程等が決まりましたら、あらためて御紹介します。 



 

 

 

 「『特別の教科 道徳』移行措置対応 東京都道徳教育教材集」の配布に併せ、ＤＶＤを各学校に配布しました。

教材集所収の教材の他、「特別の教科 道徳」の指導内容に合わせて活用できる 92 教材、教材集所収の教材

の活用例、黒板に掲示したりＩＣＴ機器で映写したりできる画像のデータなどを収録しています。 

 

● 「特別の教科 道徳」で活用できる教材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 教材集の活用例 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 画像のデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな活用の仕方ができます！ 
 ・ 現在使用している副読本で補えない内容項目を「教材集」で指導する。 

 ・ 道徳授業地区公開講座などで、全校で一斉に活用し、意見交換会で保護者にも考えてもらう。 

 ・ 活用例を基に指導方法についての研修を行い、実際に授業を行った後、教師同士で振り返りを行う。 

 他にもさまざまな活用が考えられます。教材集とＤＶＤを効果的に御活用ください。 

 「『特別の教科 道徳』移行措置対応 東京

都道徳教育教材集」所収の５１の教材の活用

例をＤＶＤに所収しています。 

 「特別の教科 道徳」の考え方に基づき、

じっくり考えたり話し合ったりしながら道徳

性を育んでいけるよう、展開や発問に工夫を

した活用例になっています。 

 PDF版と共にword版も収録していますの

で、児童・生徒の実態に応じて改編して活用

することもできます。 

教材集所収の画像のデータも収録しています。

（上は「ずるいな、ずるいな」中の画像） 

東京都教育委員会がこれまでに作成した道徳の教材

や、文部科学省 道徳教育教材集「私たちの道徳」な

どから、「特別の教科 道徳」の指導内容等に即して活

用できる204 の教材を選定して、内容項目ごとに一覧

にしました。 

ＤＶＤには、そのうち、「心あかるく」等や「私たち

の道徳」に収められていない、92 の教材の本文を掲載

しています。 

 東京都道徳教育教材集「心あかるく」、「心

しなやかに」、「心たくましく」、「心みつめて」

は、都内全公立小・中学校等の児童・生徒に

配布しています。 

 それ以外の教材集（東京都道徳教育郷土資

料集、東京都道徳教育読み物資料集など）は、                         

でご覧いただけます。 

 

 ダウンロードして、教材として活用できま

す。 



 

 

 

 

 

平成 30 年度の「小学校英語の教科化に向けた先行実施」を円滑に行うことを目的に、本年度

より 2 年間の事業としてスタートした事業です。 

◆ 英語教育推進リーダー（38名）の取組 

勤務校では、模範授業の公開を実施するとともに、校内カリキュラムの作成や、第 3 学年から

第 6 学年の授業づくりに関する校内の教員への指導・助言などを行っています。また、地区内の

学校訪問を通して授業観察や指導・助言を行うことや、区市町村教育委員会が主催する研修会の

講師として、研修の企画・実施なども担っています。現在、25 地区で、英語教育推進リーダー

が活動しています。 

 

◆ 英語教育推進リーダーが受講する研修 

英語力や授業力の向上を目的とした、3 か月程度の海外研修に参加します。海外研修終了後に

は、勤務校にてオンライン英会話研修を継続的に受講します。 

  

◆ 英語教育推進地域（10地区）の取組 

推進リーダーが勤務する地区の内、10 地区が「英語教育推進地域」として、指導体制の充実

や指導内容や指導方法の改善、教材開発等、地区ごとに重点テーマを設定し、以下のような取組

を展開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 英語教育推進リーダー、区市町村教育委員会との連携 

国の動向等の最新情報を都から発信し、スピーディーに共有していくため、38 名の推進リー

ダー、区市町村教育委員会との間でメーリングリストを作成し、活用していきます。推進リーダ

ーは、必要に応じて情報を地区内の学校の英語教育推進担当教員へ情報提供していきます。 

 

◆ 事業の効果検証 

推進リーダーが勤務している地域では、年度末に教員を対象にしたアンケートや、児童を対象

にした意識調査及びパフォーマンステストを実施し、取組の成果と課題を整理した上で、2年目

の取組につなげていきます。 

●●英語教育推進地域事業について●● 

●小学校外国語活動推進委員

会（平成20年度～） 
 
【趣旨】 

小学校外国語活動の指導の

改善・充実に向けて、東京都

教育委員会が実施する支援策

について検討することを目的

●小学校外国語活動推進委員

会（平成20年度～） 
 
【趣旨】 

小学校外国語活動の指導の

改善・充実に向けて、東京都

教育委員会が実施する支援策

について検討することを目的

●小学校外国語活動推進委員

会（平成20年度～） 
 
【趣旨】 

小学校外国語活動の指導の

改善・充実に向けて、東京都

教育委員会が実施する支援策

について検討することを目的

○ 校内研究支援のための授業展開のガイドラインと手引きの作成 [福生市] 

○ モジュール型授業のための教材開発とインターネットを使った海外の学校との交流 [荒川区] 

○ ALT の拡大配置及び効果的な活用に関する研究 [日野市] 

○ 「ＣＡＮ－ＤＯリストの作成の手引き」の作成及びカリキュラム開発 [目黒区] 

○ パフォーマンステスト（スピーキングテスト）の作成 [西東京市] 

○ ３・４学年を中心とした絵本を活用したカリキュラムの開発（玉川大学との連携） [町田市] 

○ ICT の効果的な活用に関する研究 [東村山市] 

○ 外部人材の効果的な活用 [あきる野市] 

○ 英語活動支援員ガイドブックの作成 [世田谷区] 

○ コーディネーターの効果的な活用に関する研究 [羽村市] 



 

 

 

全国学力・学習状況調査「解説資料」の活用について 

 

４月１９日に実施された全国学力・学習状況調査の「解説資

料」が各学校に配布されました。調査を学習指導の改善・充実

に生かすための本資料の活用事例を紹介します。 

 

■ 「解説資料」の活用事例 

・調査問題を対象学年の教師だけでなく、他の教師と一緒に

解いてみる。そして、解説資料を参考としながら、どのような力が必要なのか考える。 

・調査実施後、児童・生徒の解答を自校で採点する。その際、解説資料を参考としながら、児童・

生徒の誤答傾向や不十分な解答を把握し、弱点・つまずきを捉える。 

・解説資料の「学習指導に当たって」を参考として、指導計画の改善・充実を図る。 

・調査問題や解説資料を参考として、授業で扱う教材づくりや学習の成果を評価するための問題

づくりの参考とする。 

・校内での授業研究において、調査問題に関連した課題を取り上げる際、解説資料を参考としな

がら、全国学力・学習状況調査との関係を学習指導案に明記する。 

 

■ 東京ベーシック・ドリルも御活用ください 

東京ベーシック・ドリルを使うと、全国学力・学習状況調査で出題された問題の復習ができま

す。４月に各学校に配布したドリルには、中学校第１学年までの問題があるので、中学校の調査

問題の復習もできます。ぜひ御活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 国語 調査問題より 東京ベーシック・ドリル 練習シート 

中学校 数学 調査問題より 東京ベーシック・ドリル 練習シート 


